
全
国
調
理
食
品
工
業
協
同

組
合
︵
全
調
食
︶
近
畿
ブ
ロ


ク
会
は
４
月
１８
日

滋
賀

県
大
津
市
の
び
わ
湖
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
で
総
会
を
開
い

た
あ

い
さ
つ
に
立

た
阪
田

嘉
仁
会
長
︵
西
友
商
店
社

長
︶
は
﹁
大
阪
・
関
西
万
博

が
開
幕
し
世
界
か
ら
ま
す
ま

す
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ


関
西
も
今
ま
で
以
上
に
盛
り

上
が
る
と
期
待
さ
れ
る

３

月
の
研
修
旅
行
で
は
台
北
を

訪
れ

量
販
店
を
視
察
し
日

本
食
の
人
気
と
評
価
の
高
さ

に
驚
い
た

昨
今
物
価
高
や

原
料
不
足
と
い
う
課
題
は
あ

る
が

ま
だ
ま
だ
価
値
を
見

全
日
本
漬
物
協
同
組
合
連

合
会
︵
全
漬
連
︶
は

４
月

１７

１９
日

﹁
漬
物
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
２
５
﹂
を
東
京
ビ


グ
サ
イ
ト
︵
東
京
・
江

東
︶
で
開
催
し
た

審
査
員

に
よ
る
事
前
の
書
類
・
実
食

審
査
を
通
過
し
た
３
部
門
２７

作
品
︵
個
人
の
部
６

学
生

の
部
８

法
人
の
部
１３
︶
が

出
品

法
人
の
部
は
本
漬
・

浅
漬
の
２
部
門
で
競
わ
れ

た

１９
日
の
決
勝
大
会
で
は

出
品
者
に
よ
る
商
品
プ
レ
ゼ

ン
テ

シ

ン
お
よ
び
実
食

審
査
が
行
わ
れ

審
査
委
員

と
一
般
来
場
者
の
試
食
・
投

票
の
総
合
評
価
で
順
位
を
決

定
し
た

審
査
委
員
長
は
宮

尾
茂
雄
氏
︵
東
京
家
政
大
大

学
院
客
員
教
授
︶

作
品
は

彩
り
・
素
材
の
性
質
・
味

覚

法
人
の
部
は
３
点
の
ほ

か
安
全
性
・
価
格
の
観
点
か

ら
審
査
さ
れ
た

受
賞
作
品

は
以
下
の
通
り


︻
個
人
の
部
︼
グ
ラ
ン
プ

リ
﹁
小
粋
な
Ｃ
ａ
ｆ
�
の
千

枚
漬
﹂
︵
早
津
毅
／
東
京

都
︶

準
グ
ラ
ン
プ
リ
﹁
大

根
の
巻
き
結
び
漬
け
﹂
︵
前

川
厚
子
／
香
川
県
︶

審
査

員
特
別
賞
﹁
腸
活
キ
ム
チ
﹂

︵
黄
海
宗
／
大
阪
府
︶

︻
学
生
の
部
︼
グ
ラ
ン
プ

リ
﹁
岐
阜
の
橙
×
橙
漬
け
﹂

︵
中
田
朔
愛
・
山
田
美
乃
／

岐
阜
県
立
岐

阜

農

林

高

校
︶

準
グ
ラ
ン
プ
リ
﹁
意

識
高
い
系
に
さ
せ
ち

う
⁉

ハ

ブ
香
る
ｍ
ｏ
ｏ
ｉ

ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
ｌ
ｅ
ｓ
﹂
︵
小
池

麻
由
・
菊
池
瞭
華
／
高
崎
健

康
福
祉
大
学
︶

審
査
員
特

別
賞
﹁
国
黒
黒
漬

伝
統
の

国
分
だ
い
こ
ん
を
鹿
児
島
の

味
で

﹂
︵
地
域
の
味
を
繋

ぎ
隊
／
霧
島
市
立
国
分
中
央

高
校
︶

︻
法
人
の
部
・
本
漬
︼
グ

ラ
ン
プ
リ
﹁
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ

Ｓ

ｈ
ｅ
ｌ
ｆ

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

福

神
漬
﹂
︵
新
進
︶

準
グ
ラ

ン
プ
リ
﹁
む
す
と
も

カ
ラ

フ
ル
野
菜
と
広
島
菜

旨
塩

味
﹂
︵
山
豊
︶

地
域
特
産

品
特
別
賞
﹁
さ
い
た
ま
梨
の

ぴ
く
る
す
﹂
︵
マ
ル
ツ
食

品
︶

︻
浅
漬
︼
準
グ
ラ
ン

プ
リ
﹁
発
酵
の
旨
味

乳
酸

発
酵
白
菜
漬
﹂
︵
秋
本
食

品
︶

一
般
審
査
委
員
特
別

賞
﹁
相
馬
産
あ
お
さ
海
苔
の

ご
ま
油
香
る
濃
厚
キ
ム
チ
﹂

︵
菅
野
漬
物
食
品
︶


宮
尾
審
査
員
長
は
総
評

で

﹁
学
生
の
部
は
規
格
外

野
菜
を
活
用
す
る
な
ど
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
作
品
が
多

く

年
々
レ
ベ
ル
が
向
上
し

ピ
ザ
協
議
会
は

４
月
１７

日
に
開
催
し
た
理
事
会
の
役

員
互
選
に
よ
り

新
会
長
に

日
本
ハ
ム
の
神
谷
崇
執
行
役

員
加
工
事
業
本
部
マ

ケ
テ


ン
グ
統
括
部
長
が
就
任
し

た

任
期
は
１
年


神
谷
新
会
長
は
﹁
変
化
の

激
し
い
マ

ケ

ト
環
境
の

も
と

ア
ゲ
イ
ン
ス
ト
の
風

も
フ

ロ

の
風
も
入
り
交

じ

た
中
で

ピ
ザ
業
界

は

小
麦
相
場
の
安
定
な

ど

一
部
フ

ロ

の
風
も

吹
き
つ
つ
あ
る
と
思
う

量

販
店
の
デ
リ
カ
が
注
目
を
集

め

ピ
ザ
第
４
次
ブ

ム
と

い

た
話
題
も
に
ぎ
や
か

だ

役
員

会
員
皆
さ
ま
の

お
力
を
い
た
だ
き

情
報
交

流
を
深
め

ピ
ザ
業
界
の
一

層
の
成
長
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
﹂
と
の
コ
メ
ン
ト
を
寄

せ
た


２
９
６
０
ト
ン
︵
４
・
９
％

増
︶

加
工
用
６１
万
９
７
７

２
ト
ン
︵
２
・
６
％
増
︶


計
１
２
１
万
７
０
９
５
ト
ン

︵
３
・
３
％
増
︶


∧
３
月
分
∨
家
庭
用
２
万

６
１
８
ト
ン
︵
４
・
５
％

増
︶

業
務
用
３
万
３
２
１

０
ト
ン
︵
３
・
３
％
増
︶


加
工
用
５
万
３
２
７
６
ト
ン

︵
４
％
増
︶

単
月
計
１０
万

７
１
０
４
ト
ン
︵
３
・
９
％

増
︶


日
本
油
脂
検
査
協
会
が
ま

と
め
た
２４
年
度
の
植
物
油
Ｊ

Ａ
Ｓ
格
付
数
量
は

前
年
比

３
・
３
％
増
の
１
２
１
万
７

０
９
５
ト
ン
と
な

た

コ

ロ
ナ
か
ら
の
回
復
が
進
ん
だ

業
務
用
の
伸
長
に
加
え

油

脂
の
価
格
高
騰
が
落
ち
着
い

た
こ
と
で
３
年
ぶ
り
に
１
２

０
万
ト
ン
を
上
回

た
が


コ
ロ
ナ
前
１９
年
度
の
１
３
０

万
ト
ン
台
に
は
届
い
て
い
な

い
∧

４
｜
３
月
累
計
∨
家
庭

用
２３
万
４
３
６
３
ト
ン
︵
２

・
７
％
増
︶

業
務
用
３６
万

受
賞
者
の
集
合
写
真

て
い
る

個
人
の
部
で
は
コ


ヒ

を
使

た
浅
漬
な
ど

健
康
志
向
か
つ
ユ
ニ

ク
な

作
品
が
登
場
し

今
後
の
漬

物
開
発
に
お
い
て
参
考
と
な

る

法
人
の
部
で
は
安
全
性

や
賞
味
期
限
延
長
な
ど
海
外

展
開
を
見
据
え
た
視
点
で
選

出
し
た
﹂
と
コ
メ
ン
ト

法

人
の
部
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

商
品
に
は
農
林
水
産
大
臣
賞

が
与
え
ら
れ

漬
物
グ
ラ
ン

プ
リ
の
ロ
ゴ
マ

ク
を
使
用

す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
る


日
本
コ
ナ
モ
ン
協
会
︵
熊

谷
真
菜
会
長
︶
は

コ
ナ
モ

ン
の
日
︵
５
月
７
日
︶
を
前

に
し
た
４
月
２５
日

大
阪
市

の
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
前

で
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
い

た

今
回
は
﹁
キ

ベ
ツ
の

切
り
方
で
お
い
し
さ
が
変
わ

る
？
﹂
と
題
し

千
切
り
と

み
じ
ん
切
り
の
キ

ベ
ツ
を

使

た
２
種
類
の
お
好
み
焼

約
１
０
０
人
分
を
来
場
者
に

提
供

気
に
入

た
方
に
投

票
し
て
も
ら

た


イ
ベ
ン
ト
で
は
オ
タ
フ
ク

ソ

ス
の
島
原
由
里
子
大
阪

支
店
長

キ
ユ

ピ

の
猿

渡
守
大
阪
支
店
長
が
そ
れ
ぞ

れ
﹁
世
界
に
広
が
る
コ
ナ
モ

ン
の
今
﹂
と
し
て
各
社
の
取

り
組
み
を
話
し
た

島
原
支

店
長
は
海
外
に
は
お
好
み

焼

た
こ
焼
の
専
門
店
が
９

２
０
店
あ
る
と
紹
介

そ
れ

を
受
け
熊
谷
会
長
が
﹁
海
外

で
日
本
の
食
が
愛
さ
れ
て
お

り

多
く
の
人
が

本
場
の
味
を
求
め

大
阪
に
来
て
い

る
﹂
と
話
し
た


ま
た

猿
渡
支
店

長
は
今
年
１
０
０

周
年
を
迎
え
た
マ

ヨ
ネ

ズ
に
つ
い

て
触
れ

﹁
コ
ナ

モ
ン
に
使
わ
れ
た

こ
と
で

日
本
で

深
く
浸
透
し
た
﹂

と
説
明

大
阪
・

関
西
万
博
に
間
に
合
う
よ
う

作

た
と
い
う

業
務
用
の

コ
ナ
モ
ン
専
用
マ
ヨ
ネ

ズ

を
紹
介
し
た


２
種
類
の
お
好
み
焼
を
提
供

阪
田
会
長

い
だ
す
チ

ン
ス
は
あ
る
と

感
じ
る
﹂
と
述
べ
た


続
い
て

全
調
食
の
岩
田

功
理
事
長
が
﹁
全
調
食
と
し

て
イ
ベ
ン
ト
に
補
助
金
を
出

し
て
お
り

昨
年
度
は
全
国

で
２７
社
に
利
用
し
て
も
ら


た

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
よ

う
と
い
う
意
欲
の
強
さ
を
感

じ
る

も

と
活
用
し

ビ

ジ
ネ
ス
チ

ン
ス
を
見
つ
け

て
ほ
し
い
﹂
と
呼
び
か
け

た

会
で
は

６
月
に
大
阪

で
開
か
れ
る
﹁
國
酒
フ


ア
﹂
で
佃
煮
を
販
売
す
る
な

ど
の
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ

た


総
会
に
続
き

各
地
区
の

代
表
が
近
況
を
報
告

万
博

の
効
果
は
神
戸
に
も
及
び
ホ

テ
ル
の
予
約
が
取
り
に
く
く

な

て
い
る

こ

と

︵

兵

庫
︶

漁
師
の
高
齢
化
な
ど

で
原
料
と
な
る
琵
琶
湖
の
魚

の
不
漁
が
続
い
て
い
る
現
状

︵
滋
賀
︶
な
ど
を
伝
え
た


な
お

総
会
に
先
立
ち
参

加
者
は
紫
式
部
ゆ
か
り
の
石

山
寺
を
訪
れ

琵
琶
湖
を
ク

ル

ジ
ン
グ
し
な
が
ら
ホ
テ

ル
に
戻

た


ブ
ル
ド

ク
ソ

ス
は
５

月
７
日
に
大
阪
・
関
西
万
博

の
Ｏ
Ｒ
Ａ
︵
大
阪
外
食
産
業

協
会
︶
外
食
パ
ビ
リ
オ
ン

﹁
宴

Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ

﹂
内

に
設
置
さ
れ
る
Ｇ
Ｆ
Ｐ
︵
農

林
水
産
物
・
食
品
輸
出
プ
ロ

ジ

ク
ト
︶
試
食
展
示
会
に

出
展
す
る


ビ
ジ

ン
︵
あ
る
べ
き

姿
︶
に
定
め
る
﹁
Ｓ
ａ
ｕ
ｃ

ｅ
の
魅
力
で
ホ

と
す
る
お

い
し
さ
を
世
界
へ
伝
え
る
﹂

の
実
現
に
向
け
て
出
展
す

る
当

日
は
﹁
豚
肉
と
マ

シ


ポ
テ
ト
串
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
と
ん

か
つ
ソ

ス
﹂
︵
予
定
︶
を

数
量
限
定
で
提
供

主
力
レ

ギ

ラ

ソ

ス
︵
ウ
ス
タ



中
濃

と
ん
か
つ
︶
の

味
比
べ
を
行
い

パ
ビ
リ
オ

ン
を
盛
り
上
げ
る


訂
正

４
月
２５
日
付

３
面

セ
ブ
ン

｜
イ
レ
ブ
ン
・
ジ

パ
ン

﹁
で
き
た
て
や
中
価
格
帯
強

化
﹂
記
事
中
に
あ
る
﹁
デ
リ

バ
リ

売
上
高
１
２
０
０
億

円
を
目
指
す
﹂
は
２
０
３
０

年
度
目
標
で
す

お
詫
び
し

訂
正
い
た
し
ま
す


不
動
産
事
業
の
霞
が
関
キ


ピ
タ
ル
︵
東
京
都
︶
は
こ

の
ほ
ど

茨
木
市
に
賃
貸
型

の
冷
凍
冷
蔵
倉
庫
﹁
Ｌ
Ｏ
Ｇ

Ｉ

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｇ

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

茨
木
１
﹂
を
竣
工
し
た

名

神
高
速
茨
木
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
１

�
︵
進
入
時
は
迂
回
路
を
利

用
し
約
３
・
７
�
︶

Ｊ
Ｒ

茨
木
か
ら
バ
ス
で
１５
分
の
場

所
に
位
置
す
る


賃
貸
型
冷
凍
冷
蔵
倉
庫
の

特
徴
と
し
て

冷
却
設
備
に

か
か
る
多
額
の
初
期
投
資
が

低
減
で
き

機
器
の
保
守
費

用
が
不
要
な
点
が
挙
げ
ら
れ

る

ま
た

茨
木
市
に
開
設

し
た
理
由
を
﹁
大
阪
府
中
央

卸
売
市
場
に
近
い
た
め
食
品

企
業
や
関
連
す
る
物
流
会
社

が
多
く

内
陸
に
位
置
し
Ｂ

Ｃ
Ｐ
対
策
に
も
有
効
で
あ

る
﹂
︵
ロ
ジ
ス
テ

ク
ス
開

発
本
部
︶
と
説
明
す
る


﹁
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ

Ｆ
Ｌ
Ａ

Ｇ
﹂
は
同
社
の
倉
庫
ブ
ラ
ン

ド
で

３
温
度
帯
に
対
応
し

た
物
流
施
設
や
冷
凍
冷
蔵
倉

庫
な
ど

約
３
年
で
１９
か
所

の
物
件
開
発
を
進
め
て
い

る

関
西
で
は
京
都
市
と
今

回
の
茨
木
市
の
倉
庫
が
竣
工

済
み

２７
年
秋
に
は
大
阪
の

南
港

同
年
冬
に
は
神
戸
市

で
の
竣
工
を
予
定
す
る


同
社
で
は
﹁
冷
凍
食
品
の

需
要
が
増
加
す
る
一
方
で


大
都
市
圏
を
中
心
に
冷
凍
冷

蔵
倉
庫
は
逼
迫
し
て
い
る


老
朽
化
し
た
施
設
も
多
く


潜
在
的
な
建
替
え
需
要
が
あ

る
﹂
︵
同
︶
と
し
て
い
る


︻
施
設
概
要
︼
敷
地
面
積

４
３
６
６
坪

延
床
面
積
８

８
８
０
坪

地
上
４
階
建
・

賃
貸
面
積
８
５
９
０
坪
︵
う

ち
冷
蔵
倉
庫
２
６
８
３
坪


冷
凍
倉
庫
３
０
４
５
坪

Ｃ

＆
Ｆ
倉
庫
�
５
℃
か
ら
マ
イ

ナ
ス
２５
℃
の
温
度
変
更
が
可

能
�
１
５
２
２
坪

事
務
所

関
連
７
９
８
坪
︶


１
８
９
６
年
に
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
で
生
ま
れ
た
﹁
Ｓ

＆
Ｗ
﹂
は

高
品
質
な
果
実

・
野
菜
缶
詰
等
の
加
工
食
品

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
長
い
歴
史

と
実
績
が
あ
り

日
本
市
場

で
も
他
社
が
取
り
扱
わ
な
い

特
徴
あ
る
商
品
群
を
展
開
し

て
い
る
老
舗
ブ
ラ
ン
ド
だ


た
だ
昨
今
の
厳
し
い
市
場
環

境
下

付
加
価
値
の
高
い
Ｓ

＆
Ｗ
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て

お
り

販
売
数
量
は
ピ

ク

時
の
３
分
の
１
程
度
ま
で
落

ち
込
ん
で
い
た


ジ


・
ガ

バ

商
会

の
親
会
社
﹁
ガ

バ

・
ゴ


ル
ド
シ

ミ

ト
グ
ル


プ
﹂
は

Ｓ
＆
Ｗ
ブ
ラ
ン
ド

を
保
有
す
る
﹁
デ
ル
モ
ン
テ

・
パ
シ
フ


ク
社
﹂
と
戦

略
的
グ
ロ

バ
ル
パ

ト
ナ


シ

プ
を
結
ぶ

同
社

は

ジ


・
ガ

バ

商

会
が
日
本
市
場
で
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｌ

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ
社
︵
デ
ル
モ
ン
テ

・
パ
シ
フ


ク
社
傘
下
︶

の
パ
イ
ン
ア

プ
ル
缶
詰


ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル

ツ
ミ


ク
ス
缶
詰

果
汁
等
の
販
売

数
量
を
近
年
飛
躍
的
に
増
加

さ
せ
た
実
績
を
評
価
し

今

回
の
国
内
代
理
店
契

約
に
よ
り
日
本
市
場

の
Ｓ
＆
Ｗ
ブ
ラ
ン
ド

の
さ
ら
な
る
成
長
を

託
す
こ
と
に
し
た


一
方

ジ


・

ガ

バ

商
会
は
今

回
の
Ｓ
＆
Ｗ
缶
詰
日

本
市
場
代
理
店
権
獲

得
に
よ
り

従
来
の

代
理
店
取
引
中
心
の

ポ

ト
フ

リ
オ
か

ら

自
ら
メ

カ


ポ
ジ
シ

ン
と
な
る
在
庫
ビ

ジ
ネ
ス
に
も
軸
足
を
置
き


食
品
輸
入
事
業
の
拡
大
に
舵

を
切
る


手
代
木
和
人
社
長
は
﹁
今

回
の
販
売
権
獲
得
に
よ
り


小
売
市
場

業
務
用
市
場
と

も
に

当
社
の
商
品
を
お
取

り
扱
い
い
た
だ
く
お
客
様
の

数
が
飛
躍
的
に
増
え
る

そ

の
声
に
直
接
耳
を
傾
け
る
機

会
を
通
じ
て

当
社
に
新
た

な
商
機
も
生
ま
れ
る
の
で
は

な
い
か
﹂
と
期
待
を
寄
せ

る
手

塚
俊
男
執
行
役
員
食
品

部
長
は
﹁
販
売
代
理
店
権
移

管
に
あ
た

て
は

当
社
が

現
行
代
理
店
か
ら
遅
滞
な
く

必
要
な
情
報
を
受
け

か
つ

混
乱
を
避
け
る
た
め
可
能
な

限
り
従
来
の
お
取
引
条
件
・

商
流
等
を
維
持
す
る
こ
と

で

こ
れ
ま
で
Ｓ
＆
Ｗ
商
品

を
お
買
い
上
げ
い
た
だ
い
て

き
た
お
客
様
へ
の
ご
迷
惑
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
努

力
を
し
た
い
﹂
と
し
て
い

る


高品質な果実・野菜缶詰

業
務
用
フ
ル

ツ
缶
詰
市
場
で
ト

プ
シ

ア
の
ジ


・
ガ

バ

商
会
は
こ

の
ほ
ど

６
月
１
日
よ
り
﹁
Ｓ
＆
Ｗ
﹂
ブ
ラ
ン
ド
の
加
工
食
品
全
般
︵
生
鮮
品

冷

凍
品
を
除
く
︶
を
取
り
扱
う
日
本
国
内
代
理
店
権
を
獲
得
し
た
と
発
表
し
た


伝
統
の
﹁
Ｓ
＆
Ｗ
﹂
ブ
ラ
ン
ド

評
価
軸
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
健
康
・
安
全

��漬漬物物ググラランンププリリ２２００２２５５�� 日
本
コ
ナ
モ
ン
協
会

お
好
み
焼
の
キ
ャ
ベ
ツ
は

千
切
り
？
み
じ
ん
切
り
？

２４
年
度
の
植
物
油
Ｊ
Ａ
Ｓ
数
量

３３
年年
ぶぶ
りり
にに
１１２２００
万万
トト
ンン
台台

大阪・茨木に
賃貸型低温倉庫

霞
が
関
キ

ピ
タ
ル
が
竣
工

ジェー・ガーバー商会
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
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�����
�����
�����
�����

��
ＳＳ
＆＆
ＷＷ
��
ブブ
ララ
ンン
ドド
缶缶
詰詰

６
月
か
ら
日
本
市
場
販
売
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

試
食
展
示
会
に
出
展

外
食
パ
ビ
リ
オ
ン
内

ブ
ル
ド

ク
ソ

ス

�
�
�
�
�
�
�

新
会
長
に
神
谷
崇
日
本
ハ
ム
執
行
役
員

ピ

ザ

協
議
会

全
調
食
近
畿
ブ
ロ

ク
会

阪
田

会
長

�
関
西
の
盛
り
上
が
り
に
期
待
�
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